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昭
和
63
年
８
月
、
遅
れ
ば
せ
な

が
ら
本
院
に
設
置
さ
れ
た
Ｘ
線
Ｃ

Ｔ
装
置
で
し
た
が
、
当
時
の
技
術

進
歩
は
目
覚
ま
し
く
、
数
年
で
本

院
の
診
療
業
務
に
適
応
で
き
な
く

な
り
新
機
種
の
導
入
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
医
療
機
器
の
減
価
償

却
は
６
年
で
設
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
更
新
に
課
題
が
生
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
当
院
の
附
属
診
療
所
に

な
っ
た
ば
か
り
の
白
馬
へ
移
設
し
、

大
北
の
北
部
地
域
の
診
療
態
勢
の

向
上
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
５
年
10
月
の
こ
と
で
し
た
。

以
来
、
延
々
と
大
事
に
大
事
に

取
り
扱
い
稼
動
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
さ
す
が
に
修
理
の
部
品
な

ど
も
製
造
中
止
に
な
っ
た
り
、
診

療
所
の
診
療
業
務
に
も
影
響
を
大

き
く
及
ぼ
す
よ
う
な
状
態
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
折
に
全
国
共
済
連

長
野
県
本
部
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

医
療
機
器
導
入
の
助
成
金
を
い
た

だ
け
る
こ
と
と
な
り
更
新
が
実
現

さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
実

働
23
年
で
し
た
。

と
言
う
わ
け
で
、
白
馬
・
小
谷

の
皆
さ
ま
に
は
長
い
間
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
し
た
が
、
平
成
23
年

８
月
か
ら
新
し
い
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置

が
安
曇
総
合
病
院
附
属
白
馬
診
療

所
で
稼
動
し
て
お
り
ま
す
。

了
後
、
画
像
を
直
ち
に
医
師
の
下

に
送
り
診
断
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
機
械
的
に
無
理
だ
っ
た

肺
が
ん
検
診
も
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
体
内
脂
肪
測
定
も
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

 

白
馬
診
療
所
新
　
　 

導
入

こ
の
装
置
は
簡
易
型
と
は
言
え
、

一
昨
年
ま
で
本
院
で
使
用
し
て
い

た
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
と
同
等
の
性
能

を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
装

置
は
１
枚
の
画
像
を
撮
影
す
る
の

に
４
秒
半
か
か
り
、
Ｘ
線
を
発
生

す
る
部
分
と
受
け
の
部
分
が
そ
の

都
度
、
右
に
左
に
回
転
し
て
い
ま

し
た
。
新
機
種
は
人
体
を
移
動
さ

せ
な
が
ら
そ
の

回
り
を
高
速
回

転
し
て
撮
影
し

ま
す
。
つ
ま
り
、

検
査
す
る
人
体

部
分
を
螺
旋
状

に
連
続
撮
影
す

る
た
め
、
ほ
と

ん
ど
の
検
査
が

30
秒
～
40
秒
の

撮
影
時
間
で
行

う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
高
性

能
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
搭
載
し

て
い
ま
す
の

で
、
精
密
で
膨

大
な
情
報
を
計

算
し
て
待
つ
こ

と
な
く
画
像
を

出
し
て
く
れ
ま

す
。
以
前
は
10

分
程
度
か
か
っ

た
頭
の
検
査
、

20
分
以
上
は
か

か
っ
た
胸
や
お

腹
の
検
査
が
終

総
技
師
長
　
小
山
　
真
弘

Ｃ
Ｔ
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定
年
退
職
者

　
　
　
　
か
ら

定年退職にあたり
丸山 喜美恵

　昭和 52 年から看護師として大変お世話になりました。
迷惑やら心配をかけ未熟な私でした。
　先生方、上司、職場の皆さんに支えられ、また、病
院を利用されている方々に暖かい言葉をいただきなが
ら、今日まで続けられたことに感謝しています。
　ご指導いただいた皆様、ありがとうございました。

定年退職を迎えて
立花 富子

　産前産後いくばくかの時代から 37 年間勤め
てこれた事は、家族の協力、皆様の支えがあっ
たことと心より感謝しています。子育ても、夜
勤の送り迎えも、任せきりだった私ですが、そ
の子供もお世話になっており、月日の流れを感
じます。何故か思い出すのは、今の 4F の病
棟に結核病棟があったころ患者さんと河原の
散歩をした事や、精神科病棟での盆踊りや運
動会といった仕事に余白があった時の事です。
今の緊張感からは味わえないほのぼのとした
時代でした。安曇野ホスピタリティのもとますま
すの発展を御祈願しています。

定年退職をむかえて
小林 智恵子

　家族や職場の皆さんの支えで 40 年間安曇総合病
院に勤め無事に定年を迎える事が出来ました。大変
御世話になりました。
　その間に結婚、出産と働きながらも楽しくすごさせ
ていただきました。また、相道寺焼きという趣味にも
出会い、これからも人生を楽しんでいけそうです。
　これからも安曇総合病院のますますの発展を祈っ
ています。

定年退職にあたり
村山 教子

　お世話になりありがとうございました。
　下の子が小学 2 年生になった頃 12 年間のブランクを越え不
安でいっぱいながらパートとして再就職しました。医学の進歩に
驚き、私は浦島太郎でしたが職場の皆さん、患者さん、家族
などに支えられご指導、ご支援頂き定年という節目を安曇総合
病院で迎えることが出来とても嬉しいです。
　嬉しかったこと、泣いた事、落ち込んだ事、振り返れば色々
ありましたが、仕事を通じ、喜びや元気をもらい励まされ、安
曇総合病院は私の居場所でもありました。
　今、人生の一山を越え新たな一歩を踏み出そうと思います。

定年退職をむかえて
大久保　吉弘

　この 3月で 9 年と7月勤務させていただきました。厚生連
病院の組織や関連病院が県内で 11 病院があること、病院
が事業所、病院長が事業所長、～長が職場長等聞きなれ
ない表現に戸惑いを覚えながらも、厚生連病院の独自のカ
ラーに馴染んできました。厚生連病院は「地域住民のために」
の表現をよく用いますが、再構築の目指す方向は、この地
域住民を幸せにできること、そして、そこに働く職員も幸せ
になることが目指す方向性と思います。
　ほんのもう少しだけ在職させていただき、皆が幸せになれ
る、お手伝いが出来ればいいなァと思っています。

定年退職にあたり
若林 壽美

　将来はアルプスの山が見える所に住みたいと思っ
ていた時に、ラジオから流れてきた「日本の中で池
田町が一番住みやすい町」の一言にときめき、夢
が叶い住むことになりました。そして安曇病院に就
職し10年。最初の所属場所は外来でした。外来勤
務の経験がない私にとっては戸惑うことばかり。毎日
患者さんに満足してお帰り頂くことができたのかが課
題でした。その後、病棟異動となり貴重な経験をさ
せて頂き、定年を迎えることができました。ここまで
働くことができたことは、大勢の方々に支えられてい
たからこそできたことであったと思っております。有難
うございました。心から感謝申し上げます。

定年退職で今思う事
片瀬 和子

　病院に勤務することなど、考えられ
なかった私でしたが、「何か人の為に
力になりたい」という格好付けですが、
こんな思いで、あっという間の20年間で
した。色んな経験をさせて頂きました。
耳鼻科の設立、精神病棟の引越し、
OT も。どこの科でも優しいスタッフと、
患者さんからのたくさんの思い出が心
の支えとなり、楽しく業務が遂行できま
した事感謝いたします。
　病院がめざすホスピタリティに
は、優しさ、笑顔、患者さんを思い
やる気持ちが不可欠だと感じていま
す。皆様、お世話になりました。あ
りがとうございました。

定年退職の皆さんお疲れさまでした。
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安
曇
総
合
病
院
理
念

　
お
よ
び
基
本
方
針

〈
理
　
念
〉

私
た
ち
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
健

康
を
守
る
た
め
、
親
切
で
安
全
な

医
療
活
動
に
つ
と
め
、
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
病
院
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

〈
基
本
方
針
〉

①�

医
の
倫
理
を
守
り
全
て
の
患
者
さ
ん

の
権
利
を
尊
重
し
、
平
等
で
安
全
な
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す

②�

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
緊
急
医
療
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す

③�

地
域
医
療
機
関
と
連
携
し
、
在
宅
医
療

を
支
援
し
ま
す

④�

J
A
厚
生
事
業
を
推
進
し
、
保
健
予
防

活
動
を
通
じ
て
皆
さ
ま
の
健
康
増
進
に

貢
献
し
ま
す

⑤�

臨
床
研
修
に
取
り
組
み
、
信
頼
さ
れ
る

医
療
人
の
教
育
育
成
に
つ
と
め
ま
す

⑥�

文
化
・
研
究
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し

豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す

当
院
は
2
0
0
4
年
に
厚
生
労
働
省

か
ら
臨
床
研
修
指
定
病
院
の
指
定
を

受
け
て
い
ま
す

　
安
曇
総
合
病
院
臨
床
研
修
理
念

1
、
医
師
と
し
て
基
本
的
な
診
療
能
力 

　
（
態
度
・
技
能
・
知
識
）
を
身
に
つ

　
　
け
、
広
い
視
野
で
医
療
が
で
き
る
こ

　
　
と
を
目
標
と
す
る
。

2
、�

患
者
に
対
し
誠
意
を
持
ち
心
の
通
っ

た
診
察
が
で
き
る
医
師
を
育
成
し
、

医
学
の
進
歩
と
地
域
医
療
の
発
展
に

貢
献
す
る
。

地
域
住
民
の
た
め
の
健
康
公
開
講
座

が
2
月
22
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

講
座
は
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
疾
病
に

つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
提
供
し
、
ま

た
当
院
が
ど
ん
な
領
域
に
力
を
入
れ
て

診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
毎
月
１
回
開
か
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

19
回
目
と
な
る
今
回
は
、「
腰
・
膝

の
痛
み
」
と
題
し
ま
し
て
、
安
曇
総
合

病
院 

整
形
外
科
医
長 

柴
田 

俊
一
先
生

か
ら
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

約
1
6
0
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

公
開
講
座
通
信

…次回予定…
第 20 回地域住民のための健康公開講座

日　時 3 月 12 日（月）
外来棟１F ホール　18 時から

テーマ 老年期の幻覚・妄想
～レビー小体型認知症を中心にして～

講　師 信州大学医学部附属病院
病院長　天野 直二 先生

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

休
診
日
の
お
知
ら
せ

　3月　4月 ■
で
囲
っ
て
あ
る
日
に
ち
が

全
科
休
診
日
で
す

定
年
退
職
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病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

編
集
後
記

東
日
本
大
震
災
か
ら
1
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
震
災
後
、

水
産
業
や
工
場
は
壊
滅
的
、
原
発
事

故
に
お
け
る
風
評
被
害
、
が
れ
き
の

処
理
、
放
射
性
物
質
問
題
、
被
災
者

の
住
宅
対
策
、
雇
用
、
財
政
措
置
問

題
と
な
る
事
が
多
い
で
す
。
し
か
し

震
災
直
後
か
ら
日
本
の
人
達
は
協
力

し
、
お
互
い
を
助
け
合
っ
て
い
る
姿

を
テ
レ
ビ
で
何
度
も
拝
見
し
ま
し
た
。

「
絆
」
こ
の
言
葉
を
大
切
に
し
、
明
る

い
未
来
を
信
じ
乗
り
越
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。（
M
・
W
）

ト
ピ
ッ
ク
ス
・
ア
ズ
ミ

▼�

3
月
10
日
（
土
）
城
西
大
学
経
営

学
部
教
授
：
伊
関
友
伸
先
生
を
お

招
き
し
、
第
２
回
北
ア
ル
プ
ス
地

域
ケ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

▼�

3
月
20
日
（
火
） 

休
日
緊
急
当
番
医

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼�

3
月
12
日
（
月
） 

地
域
住
民
の
た
め

の
公
開
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

▼�

肝
臓
外
来
閉
診
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
３
月
末
を
も
っ
て
肝
臓

外
来
が
閉
診
と
な
り
ま
す
。 

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
大
変
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ご
不
明
な
点
は
、
内
科
外
来
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

 

「
喫
煙
室
撤
去
の
お
知
ら
せ
」と

　
　
　
　
　
　

ご
協
力
の
お
願
い     

　
禁
煙
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

太
田
　
泰
子

平
成
15
年
か
ら
分
煙
マ
ナ
ー
を

定
め
た
「
健
康
増
進
法
」
が
施
行
さ

れ
た
の
に
伴
い
、
当
院
で
も
「
施
設

内
禁
煙
」
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
今
年
度
は
、
病
院
事
業
方
針

の
「
禁
煙
活
動
の
推
進
」
に
向
け
て

禁
煙
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足

し
、
最
終
目
標
を
「
敷
地
内
禁
煙
」

と
し
ま
し
た
。

「
吸
わ
な
い
人
に
吸
わ
せ
な
い
」

受
動
喫
煙
防
止
と
、
禁
煙
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
方
へ
の
情
報
提
供

等
を
考
え
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
そ
の
方
針
実
現
の
第
一
歩
と

し
て
、
今
ま
で
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
た
、外
来
棟
南
側
の
「
喫
煙
室
」

を
こ
の
３
月
31
日
を
も
っ
て
撤
去

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

喫
煙
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
は
楽

し
み
の
空
間
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
煙

は
周
囲
の
吸
わ
な
い
人
の
健
康
に

も
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。

入
院
治
療
が
効
果
的
に
行
な
わ

れ
る
為
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

外
来
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

も
用
意
し
て

あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
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　 月 火 水 木 金 土

内
　
　
　
　
科

内 科（ 一 般 ）
初 診

岡田光代
芹澤由樹子

東方壮男
塩月記代

川上裕隆
塩月記代

川上裕隆（第1･3･5のみ）
平野　桂 (第2･4のみ）

芹澤由樹子

早野敏英
岡田光代 （輪　番）

内 科（ 一 般 ）
再 診

（予約制）

川上裕隆
東方壮男
林田研介

川上裕隆
岡田光代
林田研介

小林信光（信大）

早野敏英
東方壮男
林田研介

早野敏英
林田研介
塩月記代

（午後から診療 )

中川真一（予約）
( 第 1・2・4・5 のみ )
（9時30分～11時）

川上裕隆
林田研介
塩月記代

早野敏英
岡田光代
林田研介

循 環 器 内 科 東方壮男 池田宇一（信大） 東方壮男 阿部直之（信大） 東方壮男

呼 吸 器 内 科 岡田光代 小林信光（信大） 花岡正幸（信大） 
（第 1･3･5 のみ）

藤本圭作（信大）
（第 1 のみ）

神 経 内 科 中川真一
（9時30分～10時30分）

中川真一（予約）
（第 3 のみ）

（9時30分～10時30分）
林田研介

中川真一
（9時30分～10時30分） 林田研介 林田研介 林田研介

腎 臓 内 科 芹澤由樹子 芹澤由樹子（予約）
（午後から診療）

芹澤由樹子
上條祐司(信大)

専
門
診
療

消 化 器 新井 薫（予約）
（午後から診療）

肝 臓 城下　智(信大)
リウマチ・膠原病 信　　大
在 宅 支 援 薛孝太郎

精
神
科
・
心
療
内
科

精 神 科
心 療 内 科

（ 予 約 制 ）

村田志保
中村伸治
古田　康
樋端佑樹
中村敏範
古屋昌宏

鬼頭　恆（信大）

中村伸治
古田　康（第 2･4･5 のみ）
樋端佑樹（第 2・4 のみ）
古屋昌宏（第 1・3・5 のみ）

村田志保
中村伸治
古田　康
樋端佑樹
中村敏範

衛藤高明（第 1・3・4・5 のみ）

中村伸治（第 1・3 のみ）
長村哲周
樋端佑樹

中村敏範（第 2・4・5 のみ）
古屋昌宏

村田志保
中村伸治
古田　康
中村敏範
古屋昌宏

中村伸治
古田　康 
樋端佑樹

認 知 症 診 療 薛孝太郎 交代制

小 児 科

午
前

信　　大 
原　敏博

保刈　健 
（原　敏博）

原　敏博 
（保刈　健）

保刈　健 
（原　敏博） 原敏博 又は 保刈健 信　　大 

（原敏博 又は 保刈健）
午
後特殊診療（予約） 乳児検診（予約） 慢性疾患（予約）慢性疾患（予約）

外  

科

一 般 外 科 佐藤敏行 佐藤敏行 佐藤敏行 久保直樹 久保直樹 久保直樹

専 門 診 療 信　大（乳腺） 
（完全予約制） 信　大（甲状腺）

呼 吸 器 外 科 花岡孝臣 花岡孝臣 花岡孝臣
形 成 外 科

（受付15時30 分まで）
柴　將人（信大）

（13時から診療）

整
形
外
科

新 患 受 付
（受付10時30分まで）

大場悠己 
（受付9時30分まで） 二木俊匡 柴田俊一 王子嘉人 （輪　番）

( 診療開始 9 時 30 分から ) （輪　番）

予 約
最上祐二
王子嘉人
柴田俊一

谷川浩隆
柴田俊一 
大場悠己

高橋　淳（信大）

最上祐二
王子嘉人
二木俊匡

谷川浩隆
二木俊匡
大場悠己

谷川浩隆
最上祐二

畑　幸彦（信大）

皮 膚 科 河内繁雄
中村謙太

河内繁雄
中村謙太

河内繁雄
中村謙太 河内繁雄

中村謙太
河内繁雄
中村謙太

河内繁雄
中村謙太こども診療（15時～17時）

初診（当日）受付16:30 まで

泌 尿 器 科 平林直樹 平林直樹 平林直樹 平林直樹 平林直樹 平林直樹
産 婦 人 科 信　大（予約） 曽根原衛雄 信　大（予約）

眼 科 太田いづみ 今井玲子 太田いづみ・今井玲子
（午後コンタクトレンズ 要予約）

太田いづみ 
（受付10時まで） 今井玲子

耳 鼻 咽 喉 科
（受付 16 時まで）

信　　大 
（14 時から診療）

信　　大 
（14時から診療） 
（第2・4のみ）

信　　大

放 射 線 科 信　　大 　 　
麻 酔 科 

（受付 11 時まで） 松本正紀 松本正紀 松本正紀 松本正紀 松本正紀 松本正紀

リハビリテーション科 二木俊匡 最上祐二
王子嘉人

谷川浩隆
大場悠己 中川真一 柴田俊一

歯 科 口 腔 外 科 中嶌　哲
大久保雅基

手 術 日
（急患対応は要相談）

中嶌　哲
大久保雅基

中嶌　哲
大久保雅基

中嶌　哲
大久保雅基

中嶌　哲
大久保雅基

再生紙を使用しています。
環境に優しい大豆油インキを使用しています。

担 当 医 表 平成24年3月


